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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入口と、身体側壁と、外側壁とを含むパウチであって、前記身体側壁及び前記外側壁が
、それらの周辺縁部に沿って共にシールされて、身体の老廃物を収集するための空洞を画
定するパウチと、
　剥ぎ取りパネルと
を備えるオストミー器具であって、
　該オストミー器具は、第１の表面積を有するコンパクトな状態と、第２の表面積を有す
る展開状態とを有し、前記第２の表面積は前記第１の表面積よりも大きく、前記オストミ
ー器具は、前記剥ぎ取りパネルを取り除くことによって、前記コンパクトな状態から前記
展開状態へ変化するように構成されているオストミー器具。
【請求項２】
前記入口の周りに配置された皮膚バリアをさらに含み、該皮膚バリアは、バリア裏打ち層
と、前記身体の老廃物が前記入口を通って前記空洞に流入するように前記オストミー器具
を使用者に取り付けるための接着層とを含み、前記バリア裏打ち層は、前記接着層のパウ
チ側面に積層され、前記身体側壁は、前記入口に近接して前記バリア裏打ち層に取り付け
られ、前記剥ぎ取りパネルは、前記バリア裏打ち層の周辺縁部に沿って取り付けられてい
る、請求項１に記載のオストミー器具。
【請求項３】
前記パウチが折り畳まれるかまたは寄せ集められて、前記コンパクトな状態において、前
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記パウチは、前記バリア裏打ち層と前記剥ぎ取りパネルとの間に収容される、請求項２に
記載のオストミー器具。
【請求項４】
前記剥ぎ取りパネルの周辺縁部の近傍に配置されたプルタブをさらに含み、前記剥ぎ取り
パネルは、前記バリア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り付けられて、前記プルタブを引っ張
ることによって、前記剥ぎ取りパネルが前記バリア裏打ち層から剥がされるようにする、
請求項２に記載のオストミー器具。
【請求項５】
前記剥ぎ取りパネルは、ヒートシールによって前記バリア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り
付けられる、請求項４に記載のオストミー器具。
【請求項６】
前記剥ぎ取りパネルは、接着層によって前記バリア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り付けら
れる、請求項４に記載のオストミー器具。
【請求項７】
前記オストミーパウチは、パウチ側連結リングと身体側連結リングとを含む２部片のオス
トミーパウチであり、前記コンパクトな状態にあるときに、前記パウチは、前記剥ぎ取り
パネルの裏側に折り畳まれるかまたは寄せ集められる、請求項１に記載のオストミー器具
。
【請求項８】
前記剥ぎ取りパネルは不織シートを含む、請求項１に記載のオストミー器具。
【請求項９】
前記パウチの身体の老廃物を収集する能力は、前記コンパクトな状態におけるよりも前記
展開状態において大きい、請求項１～８のいずれか一項に記載のオストミー器具。
【請求項１０】
入口と、身体側壁と、外側壁とを有するパウチであって、前記身体側壁及び前記外側壁が
、それらの周辺縁部に沿って共にシールされて、身体の老廃物を収集するための空洞を画
定するパウチと、
　剥ぎ取りパネルと
を含むオストミー器具であって、
　該オストミー器具は、コンパクトな状態及び展開状態を有し、前記身体側壁及び前記外
側壁の前記周辺縁部は、前記コンパクトな状態において前記剥ぎ取りパネルの裏側に隠さ
れており、
　前記展開状態にあるときに、前記剥ぎ取りパネルは前記オストミー器具から取り除かれ
ており、前記パウチは完全に展開されて、前記展開状態において、身体の老廃物を収集す
る最大能力を提供するオストミー器具。
【請求項１１】
前記パウチは、前記入口の周りに配置された皮膚バリアを含む１部片のパウチであり、前
記皮膚バリアは、バリア裏打ち層と、前記身体の老廃物が前記入口を通って前記空洞に流
入するように前記オストミー器具を使用者に取り付けるための接着層とを含み、前記バリ
ア裏打ち層は、前記接着層のパウチ側面に積層されており、前記身体側壁は、前記入口に
近接して前記バリア裏打ち層に取り付けられ、前記剥ぎ取りパネルは、前記バリア裏打ち
層の周辺縁部に沿って取り付けられている、請求項１０に記載のオストミー器具。
【請求項１２】
前記パウチは、前記剥ぎ取りパネルよりも大きい表面積を有し、前記パウチは、折り畳ま
れるかまたは寄せ集められて、前記パウチのどの部分も前記剥ぎ取りパネルの前記周辺縁
部を越えて延びないように、前記パウチが前記剥ぎ取りパネルによって覆われるようにす
る、請求項１１に記載のオストミー器具。
【請求項１３】
前記剥ぎ取りパネルの周辺縁部の近傍に配置されたプルタブをさらに含み、前記剥ぎ取り
パネルは、前記バリア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り付けられ、前記プルタブを引っ張る
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ことによって、前記剥ぎ取りパネルが前記バリア裏打ち層から剥がされるようにする、請
求項１２に記載のオストミー器具。
【請求項１４】
前記オストミーパウチは、パウチ側連結リングと身体側連結リングとを含む２部片のオス
トミーパウチであり、前記コンパクトな状態において、前記パウチは、前記剥ぎ取りパネ
ルの裏側に折り畳まれるかまたは寄せ集められる、請求項１０に記載のオストミー器具。
【請求項１５】
前記剥ぎ取りパネルは不織シートを含む、請求項１０に記載のオストミー器具。
【請求項１６】
前記オストミー器具は、前記コンパクトな状態にあるときの身体の老廃物を収集する第１
の能力と、前記展開状態にあるときの身体の老廃物を収集する第２の能力とを有し、前記
第２の能力は、前記第１の能力の少なくとも３倍上回る、請求項１０～１５のいずれか一
項に記載のオストミー器具。
【請求項１７】
前記パウチは、排出口のない、１回使用の使い捨てパウチである、請求項１～１６のいず
れか一項に記載のオストミー器具。
【請求項１８】
　前記パウチは、閉鎖機構を備えた排出口を含む、請求項１～１６のいずれか一項に記載
のオストミー器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示はオストミー器具に関し、より詳細には、後で廃棄するためにストーマ開口部を
通して身体の老廃物を収集するオストミーパウチに関する。
【背景技術】
【０００２】
身体の老廃物の回収のためのオストミーパウチはよく知られている。オストミーパウチは
典型的には、回収空洞を画定するように縁部に沿って共に固定された、平坦で対向する側
壁を含む。側壁のうち１つには、ストーマを受容する開口部を設け、ストーマを通じて排
出される身体の老廃物が回収空洞内に受容されるように、ストーマを包囲するように配置
された接着障壁にオストミーパウチを固定するために、接続フランジのような手段が設け
られる。その下端において、オストミーパウチは、身体の老廃物の回収の最中に閉じるこ
とができるが使用期間の後にオストミーパウチから身体の老廃物を流し出すために開くこ
とができる排出開口部を有してもよい。代替的には、使い捨て用にオストミーパウチを設
計してもよく、その場合には、実質的にストーマ排出物で満ちた後にオストミーパウチの
全体が廃棄されることになるため、排出開口部を設けることはない。
【０００３】
オストミーパウチは、異なる使用者、または個々の使用者の異なる状況に対する異なる収
集能力のニーズのために、様々なサイズで利用可能である。例えば、使用者は、一晩もた
せるために大きなオストミーバッグを使用したいが、社会活動を行っている最中や運動時
には、行動の自由を得るために小さなオストミーバッグやオストミーキャップを使用した
いこともある。しかしながら、ストーマ排出物は自由自在に調整できるものではなく、小
さなオストミーバッグやオストミーキャップは、ストーマ排出物が突然流出するときにそ
れを収容する十分な収集能力を提供しないことがある。
【０００４】
　従って、十分に小さくて、使用者が望む行動の自由をもたらしつつも、ストーマ排出物
が突然流出してもそれを収容する十分な収集能力も提供できる、改良型のオストミーパウ
チに対するニーズがある。
【発明の概要】
【０００５】
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　様々な実施形態によるミニオストミーパウチは、使用者により高い行動の自由をもたら
すように十分に小さいが、ストーマ排出物の突然の流出に対応するために、フルサイズの
オストミーパウチの収集能力を提供するように拡張するように構成されており、それによ
り、使用者に、さらなる安全性をもたらす。　
【０００６】
一つの態様では、オストミー器具は、パウチ及び剥ぎ取りパネルを含んでいる。パウチは
、入口と、２つの壁、すなわち、身体側壁及び外側壁とを含み、それらの壁は、それらの
周辺縁部に沿って共にシールされて、身体の老廃物を収集するための空洞を画定している
。オストミー器具は、コンパクトな状態及び展開状態を有する。展開状態のオストミー器
具の表面積は、コンパクトな状態のオストミー器具の表面積よりも大きい。オストミー器
具は、剥ぎ取りパネルを取り除くことによって、コンパクトな状態から展開状態に変化す
るように構成されている。　
【０００７】
別の態様では、オストミー器具は、パウチ及び剥ぎ取りパネルを含んでいる。パウチは、
入口と、２つの壁、すなわち、身体側壁及び外側壁とを含み、それらの壁は、それらの周
辺縁部に沿って共にシールされて、身体の老廃物を収集するための空洞を画定している。
オストミー器具は、コンパクトな状態及び展開状態を有する。コンパクトな状態では、パ
ウチの壁の周辺縁部は、剥ぎ取りパネルの裏側に隠されている。　
【０００８】
　上述したオストミー器具のいずれかは、入口の周りに配置された皮膚バリアをさらに含
んでいる。皮膚バリアは、バリア裏打ち層と、身体の老廃物が入口を通って空洞に流入す
るようにオストミー器具を使用者に取り付けるための接着層とを含んでいる。バリア裏打
ち層は、接着層のパウチ側面に積層されている。パウチの身体側壁は、入口に近接してバ
リア裏打ち層に取り付けられ、剥ぎ取りパネルは、バリア裏打ち層の周辺縁部に沿って取
り付けられている。パウチが折り畳まれるかまたは寄せ集められて、コンパクトな状態に
おいて、パウチは、バリア裏打ち層と前記剥ぎ取りパネルとの間に収容される。
【０００９】
　上述したオストミー器具のいずれかは、剥ぎ取りパネルの周辺縁部の近傍に配置された
プルタブをさらに含むことができる。プルタブは、剥ぎ取りパネルと一体的に形成しても
よく、剥ぎ取りパネルとバリア裏打ち層との間に配置された別個の部材としてもよい。剥
ぎ取りパネルは、バリア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り付けられて、プルタブを引っ張る
ことによって、剥ぎ取りパネルがバリア裏打ち層から剥がされるようにすることができる
。一つの実施形態では、剥ぎ取りパネルは、ヒートシールによってバリア裏打ち層に剥ぎ
取り可能に取り付けられる。別の実施形態では、剥ぎ取りパネルは、接着層によってバリ
ア裏打ち層に剥ぎ取り可能に取り付けられる。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、オストミーパウチは、パウチ側連結リングと身体側連結リン
グとを含む２部片のオストミーパウチであってもよく、コンパクトな状態にあるときに、
パウチは、剥ぎ取りパネルの裏側に折り畳まれるかまたは寄せ集められる。　
【００１１】
　上述したオストミー器具のいずれかは、不織シートで形成された剥ぎ取りパネルを含む
ことができる。　
【００１２】
　上述したオストミー器具のいずれかは、コンパクトな状態にあるときの身体の老廃物を
収集する第１の能力と、展開状態にあるときの身体の老廃物を収集する第２の能力とを有
し、第２の能力は、第１の能力よりも大きい。一つの実施形態では、第２の能力は、第１
の能力の少なくとも３倍上回る。　
【００１３】
　上述したオストミー器具のいずれかは、排出口のない、１回使用の使い捨てパウチか、
または、閉鎖機構を備えた排出口を含むパウチを含むことができる。　
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【００１４】
他の態様、目的、及び利点は、添付の図面と併せて、以下の詳細な説明から、より明白に
なるであろう。　
【００１５】
本実施形態の利益及び利点は、以下の詳細な説明および添付の図面を検討すると、当業者
により容易に明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態による、コンパクトな状態にある１部片のオストミーパウチを含むオス
トミー器具の斜視図である。
【図２】図１のオストミー器具の分解図である。
【図３】図１の線Ａ－－Ａに沿って取ったオストミー器具の断面図である。
【図４】展開状態にある図１のオストミー器具の斜視図である。
【図５】図４の線Ｂ－－Ｂに沿って取った１部片のオストミーパウチの断面図である。
【図６】別の実施形態による、２部片のオストミーパウチを含むオストミー器具の断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本開示は、様々な形態の実施形態を受け入れることができるが、本開示は例示とみなさ
れ、かつ説明する特定の実施形態に開示を限定するものではないことを理解して、現在の
好ましい実施形態を図面に示しかつ以下で説明する。
【００１８】
ここで図面を参照すると、図１～４は、オストミー器具１０の実施形態を示している。図
１及び図２は、コンパクトな状態１１にあるオストミー器具１０を示し、図４は、展開状
態１３にあるオストミー器具１０を示している。オストミー器具１０は一般的に、パウチ
１２と、皮膚バリア１４と、剥ぎ取りパネル１６とを含んでいる。図４に示すように、パ
ウチ１２は、異なるサイズで提供できるフルサイズのオストミーパウチである。　
【００１９】
図３に分解図及び図２に断面図で示すように、パウチ１２は、折り畳まれ、かつ剥ぎ取り
パネル１６によって適所に固定されて、パウチ１２が完全に、剥ぎ取りパネル１６と皮膚
バリア１４との間に画定された空洞１５内に収容されるようにする。剥ぎ取りパネル１６
は、皮膚バリア１４のパウチ側面１７に剥ぎ取り可能に取り付けられて、オストミー器具
１０を、図１及び図２に示すようなコンパクトな状態１１に形成する。コンパクトな状態
１１のオストミー器具１０は、パウチ１２が完全に展開されている展開状態１３（図４）
のオストミー器具１０と比較すると、サイズがかなり小さい。　
【００２０】
本明細書では、コンパクトな状態１１にあるオストミー器具１０は、完全に展開されてい
るフルサイズのオストミーパウチと比較するとサイズがかなり小さくされているため、ミ
ニパウチまたはミニオストミー器具とも称する。図示された実施形態のミニパウチの表面
積は、剥ぎ取りパネルと実質的に同じである。ミニパウチは、多くの異なるサイズ、好ま
しくはオストミーキャップと同様のサイズとなることができる。大容量のパウチが必要な
場合、使用者は、剥ぎ取りパネル１６を取り除いてパウチ１２を展開させる。それゆえ、
使用者は、例えば、ストーマ排出物の突然の流出によって生じる漏れに起因する事態を心
配することなく、公の場のようなより行動の自由が望まれるときに、ミニパウチを装着で
きる。　
【００２１】
概括的に説明したオストミー器具１０に関して、オストミー器具１０の追加的な構造上の
詳細を説明する。図２及び図５に示すように、パウチ１２は、身体側壁１８と、外側壁２
０と、不織シート２２とを含んでいる。身体側壁１８及び外側壁２０は、それらの外周縁
部２１に沿って共にシールされて、ストーマ排出物を収集するための空洞２４を画定して
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いる。不織シート２２は、外側壁２０の外表面に取り付けられている。不織シートは任意
選択的であるため、一部の実施形態は、不織シートを含まなくてもよく、または身体側壁
の外表面にのみ若しくは両壁の外表面に不織シートを含んでもよい。　
【００２２】
この実施形態のパウチ１２は、使い捨て用の設計であるため、吐出口のない閉鎖端部３４
を有している。他の実施形態では、パウチは、ストーマ排出物を収集する間は閉鎖するこ
とができ、かつパウチからストーマ排出物を周期的に排出するために開放することができ
る吐出口を含んでもよい。例えば、パウチは、米国特許第７，８７９，０１５号明細書の
Villefranceら及び米国特許第７，８７９，０１６号明細書のMandzijらによって開示され
ているもののような折り畳み式の閉鎖部を備える排出口を含んでもよく、これらは、両方
とも、本出願と同一出願人によるものであり、かつ本願明細書に援用される。そのような
実施形態では、吐出用開口部が閉鎖された後、パウチは折り畳まれ、かつ剥ぎ取りパネル
によって固定されて、ミニオストミー器具を形成する。　
【００２３】
身体側壁１８は、ストーマを受け入れる入口開口部２６を備えている。皮膚バリア１４は
、入口開口部２６の周りに配置されて、ストーマの周囲に取り付けられる。皮膚バリア１
４は、接着層２８と、バリア裏打ち層３０と、剥離ライナー３２とを含んでいる。バリア
裏打ち層３０は、接着層２８のパウチ側面に積層されている。身体側壁１８は、入口開口
部２６に近接してバリア裏打ち層３０に取り付けられている。身体側壁１８は、接着剤や
ヒートシールのような任意の好適な方法によってバリア裏打ち層３０に取り付けることが
できる。好ましくは、身体側壁１８は、バリア裏打ち層３０にヒートシールされる。身体
側壁１８及び外側壁２０は、同じ材料で、または異なる材料で形成することができ、単層
フィルムまたは多層フィルムとすることができる。バリア裏打ち層３０も、単層フィルム
または多層フィルムで形成することができる。好ましくは、身体側壁１８及びバリア裏打
ち層３０は、ヒートシール可能な表面層を含むフィルムで形成され、身体側壁１８及びバ
リア裏打ち層３０を一緒にヒートシールできる。　
【００２４】
パウチ１２はまた、米国特許第３，９５２，７２７号明細書のNolan及び米国特許第７，
５５９，９２２号明細書のBottenによって開示されているようなフィルタ３６を備えても
よく、これらは、本出願と同一出願人によるものであり、かつ本願明細書に援用される。
フィルタ３６は、パウチ１２に戦略的に配置され、オストミー器具１０がコンパクトな状
態１１にあるときでもパウチ１２内の腸内ガスが依然としてフィルタ３６を介して出るこ
とができるようにする。図示された実施形態のフィルタ３６は、パウチ１２の内表面に取
り付けられているが、他の実施形態では、フィルタは、パウチの外表面に取り付けられて
もよく、またはパウチはフィルタを含まなくてもよい。　
【００２５】
図２及び図３に示すように、剥ぎ取りパネル１６は、剥ぎ取りパネル１６の外周４２が全
体的に皮膚バリア１４の外周４４に適合するような形状及びサイズである。剥ぎ取りパネ
ル１６は、周辺縁部６２から延びるプルタブ６０を含んでいる。この実施形態では、プル
タブ６０は、剥ぎ取りパネル１６と一体的に形成されているが、他の実施形態では、剥ぎ
取りパネル及びバリア裏打ち層のシールされた周辺縁部からプルタブが延びるように、プ
ルタブは、剥ぎ取りパネル１６とバリア裏打ち層３０との間に配置された別個の部材とし
てもよい。図示された実施形態では、プルタブ６０は、剥ぎ取りパネル１６の上部周辺縁
部６２に配置されているが、使用者がプルタブを掴んで引く力を加えて、バリア裏打ち層
３０から剥ぎ取りパネル１６を取り除くかまたは剥がすことができる限り、プルタブは、
角または底部周辺縁部のような異なる周辺の箇所に配置できる。　
【００２６】
オストミー器具１０をコンパクトな状態１１に形成するために、パウチ１２は、バリア裏
打ち層３０の中心６４の方へ折り畳まれるかまたは寄せ集められ、パウチ１２の周辺縁部
２１が皮膚バリアの外周４４を越えて延びないようにする。パウチ１２は折り畳まれるか
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または寄せ集められて、皮膚バリア１４の外周４４の近傍に、剥ぎ取りパネル１６を取り
付けるための封止空間５０を残す。パウチ１２を折り畳むかまたは寄せ集めるとき、折り
目や襞が形成されるため、コンパクトな状態１１にあるときに、パウチ１２内の腸内ガス
がフィルタ３６を介しかつ剥ぎ取りパネル１６を通ってオストミー器具１０から出られる
ように、フィルタ３６が折り目や襞によって塞がれないようにする。　
【００２７】
剥ぎ取りパネル１６は、バリア裏打ち層３０に剥ぎ取り可能に取り付けられて、皮膚バリ
ア１４を引き裂いたりまたは損傷させたりせずに、剥ぎ取りパネル１６を裏打ち層３０か
ら取り除くかまたは剥がすことができるようにする。さらに、剥ぎ取りパネル１６とバリ
ア裏打ち層３０との間の剥ぎ取り可能な取り付け部を、接着層２８と使用者の皮膚との間
のシールを断つことなく、バリア裏打ち層３０から剥ぎ取りパネル１６を容易に取り除く
ことができるように構成する。剥ぎ取りパネル１６とバリア裏打ち層３０との間のそのよ
うな剥ぎ取り可能な取り付け部は、剥ぎ取り可能な接着剤やヒートシールのような任意の
好適な方法によって得ることができる。剥ぎ取りパネル１６は、高分子フィルムまたは不
織シート、好ましくは不織シートのような任意の好適な材料で形成できる。好ましくは、
剥ぎ取りパネル１６は、ヒートシールによってバリア裏打ち層３０と剥ぎ取り可能にシー
ルを形成できる材料で形成される。　
【００２８】
図示された実施形態では、パウチ１２は、四方向から折り畳まれており、パウチ１２の周
辺縁部２１がバリア裏打ち層３０の中心の方へ折り畳まれて、コンパクトな状態１１のオ
ストミー器具１０を形成している。他の実施形態では、パウチ１２は、周辺部４２、４４
が共にシールされるときに、バリア裏打ち層３０と剥ぎ取りパネル１６との間に形成され
た空洞１５内にパウチ１２を収容できる限り、３回以下または５回以上折り畳むことがで
きる。例えば、パウチ１２は、複数の襞が寄せられた状態でバリア裏打ち層３０上に寄せ
集められて、バリア裏打ち層３０と剥ぎ取りパネル１６との間にはまり込むことができる
。　
【００２９】
パウチ１２は、様々なサイズにすることができる。一つの実施形態では、パウチ１２は、
図４に示すように、完全に展開すると、約２３ｃｍ（９インチ）の長さ３８及び約１５ｃ
ｍ（６インチ）の幅４０の表面積３７を有する。剥ぎ取りパネル１６は全体的に、角が丸
みを帯びた矩形形状であり、約１０ｃｍ（４インチ）の長さ５２及び約１０ｃｍ（４イン
チ）の幅５４の表面積５１を有する。皮膚バリア１４は、対応する形状及びサイズを有し
、剥ぎ取りパネル１６の外周と皮膚バリア１４の外周とは、共にシールされてミニパウチ
を形成するときに、全体的に適合する。パウチ１２は、折り畳まれるかまたは寄せ集めら
れ、かつバリア裏打ち層３０の周辺縁部に剥ぎ取りパネル１６を取り付けることによって
適所に固定されて、コンパクトな状態１１のオストミー器具１０を形成する。そのような
ものとして、コンパクトな状態１１のオストミー器具１０の表面積５１は、剥ぎ取りパネ
ル１６の表面積に等しい。展開状態１３にあるオストミー器具１０は表面積３７を有し、
これは、完全に展開されたパウチ１２の表面積と等しい。ミニパウチは、様々な形状及び
サイズにすることができる。例えば、ミニパウチは、直径約８ｃｍ（３インチ）の円形形
状を有することができる。　
【００３０】
使用するときに、使用者は、剥離ライナー３２を剥がして、露出させた接着層をストーマ
の周りに配置することによって、コンパクトな状態１１のオストミー器具１０をストーマ
の周りに取り付け、ストーマが入口開口部２６に受け入れられてストーマ排出物が空洞２
４に流入するようにする。コンパクトな状態１１のオストミー器具１０は、展開状態１３
にある完全に展開されたパウチ１２と比較すると、オストミー器具のサイズを著しく低減
させ、使用者に、より高い行動の自由を与える。しかしながら、パウチ１２は折り畳まれ
るかまたは寄せ集められ、かつ剥ぎ取りパネル１６とバリア裏打ち層３０との間にある空
洞１５内に入れられるため、パウチ１２の収集能力も、ストーマ排出物を保持するために
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パウチが空洞１５内で拡張できるだけであるとき、著しく低下している。完全に展開され
たパウチ１２と比較すると収集能力は低いが、ミニパウチは、使用者が高い行動の自由を
得ながらも、依然として、ある程度のストーマ排出物を含むことができ、かつフィルタ３
６を介して腸内ガスを出すことができる。使用者は、例えばストーマ排出物の突然の流出
に対応するために、収集能力を高くしたいと望むとき、プルタブ６０を引っ張って剥ぎ取
りパネル１６を取り除き、パウチ１２を展開させることができる。展開状態１３では、完
全に展開されたパウチ１２は、使用者に、漏れることなくストーマ排出物を収容する高い
収集能力を提供する。一つの実施形態では、展開状態のオストミー器具の収集能力は、コ
ンパクトな状態のオストミー器具の収容能力よりも、少なくとも２倍、好ましくは少なく
とも３倍高い。それゆえ、オストミー器具１０は、使用者に、収集能力を高める能力を備
える望ましいミニパウチを提供する。　
【００３１】
図６は、別の実施形態によるミニパウチ７０の断面図を示している。オストミー器具１０
と同様に、ミニパウチ７０は、パウチ７２及び剥ぎ取りパネル７４を含んでいる。しかし
ながら、パウチ７２は、オストミー器具１０の皮膚バリア１４の代わりに、パウチ側連結
リング７８を備えた２部片パウチである。パウチ側連結リング７８は、皮膚バリア（図示
せず）上の身体側連結リング
（図示せず）とかみ合うように構成されている。この実施形態では、まず、皮膚バリアが
ストーマの周りで使用者に取り付けられ、ミニパウチ７０は、パウチ側連結リング７８を
身体側連結リング（図示せず）と結合させることによって、皮膚バリアに取り付けられる
。
【００３２】
ミニパウチ７０は、裏打ちパネル７６も含んでいる。パウチ７２は、入口開口部８４の周
りで裏打ちパネル７６の第１の面８０に取り付けられ、パウチ側連結部７８は、裏打ちパ
ネル７６の第２の面８２に取り付けられている。パウチ７２の他の態様は、先に説明した
実施形態のパウチ１２と同じである。ミニパウチ７０はプルタブ８６を含み、このプルタ
ブは、剥ぎ取りパネル７４と裏打ちパネル７６との間のそれらの周辺縁部の近傍に配置さ
れている。プルタブ８６は、少なくとも剥ぎ取りパネル７４に取り付けられるか、または
剥ぎ取りパネル７４及び裏打ちパネル７６の両方に取り付けられる。好ましくは、プルタ
ブ８６は、剥ぎ取りパネル７４に永久的に取り付けられており、使用者がプルタブを引っ
張って剥ぎ取りパネル７４を取り除いてパウチ７２を展開させるときに、プルタブ８６が
剥ぎ取りパネル７４に取り付けられたままとなるようにする。実際、オストミー器具１０
に関しては、ミニパウチ７０は、パウチ７２を折り畳んで寄せ集めることによって形成さ
れる。折り畳まれたまたは寄せ集められたパウチ７２は、剥ぎ取りパネル７４の周辺縁部
と裏打ちパネル７６の周辺縁部とを共にシールすることによって、適所に固定される。ミ
ニパウチ７０の収集能力は、オストミー器具１０に関して上記で詳細に説明したように、
剥ぎ取りパネル７４を取り除いてパウチ７２を展開させることによって、高めることがで
きる。　
【００３３】
本明細書で参照した全ての特許文献は、本開示の本文にそのように明確に示したか否かに
関わらず、それら全体を参照により本書に援用する。　
【００３４】
本開示では、語「１つ」は、単数形および複数形の双方を含むとみなされる。反対に、複
数形の項目への言及は、適切な場合には、単数形を含む。　
【００３５】
上記から、本開示の新規の概念の真の趣旨および範囲から逸脱することなく、多数の修正
形態および変形形態を達成できることが観察される。説明の特定の実施形態に関して限定
を意図するものでも推測されるものではないことが理解される。本開示は、添付の特許請
求の範囲によって、特許請求の範囲にあるそのような全ての修正形態を網羅するものであ
る。
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